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JA西春日井広報誌

〈特集〉

知識と技術を学んだ11か月

〈特集〉

アグリスクール第9期生の挑戦アグリスクール第9期生の挑戦

JA西春日井で年金を受け取るとオトクがいっぱい！JA西春日井で年金を受け取るとオトクがいっぱい！
2026年４月１日〜2026年９月30日お取扱期間

年金受取とくとく定期
年金受給者専用定期貯金

年0.80％
（税引後　年0.637％）

●自動継続スーパー定期１年もの、元金のみの継続扱いに限ります。
●お預け入れ金額は、１０万円以上１万円単位となります。●お預け
入れ時の金利は、満期日まで変わりません。●初回満期日以降の金利
は、継続日当日の店頭表示金利となります。●１年ごとに継続のお手
続きが必要となります。●店頭に説明書をご用意しています。

預入限度額

対象となる方

期間：１年

お一人様３００万円

公的年金の振込を確認できる方

ＪＡゆうゆう定積
年金受給者向け定期積金

年0.50％
（税引後　年0.398％）

●契約時の約定利回りを満期日まで適用します。
●店頭に説明書をご用意しています。

くわしくはお近くの窓口へお問い合わせください。

7 　 4 　 4 　 1

0 　 4 　 4 　 0

✔

提出年 月 日令和

入力処理コード

年金

給付金

年金受給権者　受取機関変更届
（兼 年金生活者支援給付金　受取機関変更届）

個人番号（または基礎年金番号）①

基礎年金番号（１０桁）で届出する場合は左詰めでご記入ください。

受給しているすべての年
金の変更を希望する場合
は下欄に✔してください。

変更する年金を指定する場合は
以下に年金コードをご記入ください。

受給権者氏名

②

④ ⑥

⑧ ⑩ ⑪

⑨

⑪

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ） （フリガナ）

生年月日

明治

大正

昭和

平成

令和

電　話　番　号

郵便番号
住

所

変

更

後

の

受

取

機

関

金
融
機
関

１

２

銀 行

金 庫

信 組

農 協

信 連

信漁連

漁 協

本 店

支 店

出張所

本 所

支 所

口座名義（カタカナでご記入ください）

金融機関名 支店名

金融機関コード

支店コード
♦

1.

2.

普通

当座

♦

預金通帳の口座番号（左詰め）

貯金通帳の口座番号

記号（左詰めでご記入ください） 番号（右詰めでご記入ください）

◎　変更後の口座番号等をご記入のうえ、金融機関またはゆうちょ銀行（郵便局）
の証明を受けてください。

※　通帳のコピー（金融機関名、支店名、口座名義人フリガナ、口座番号が記載さ
れた面）を添付される場合または公金受取口座を指定する場合、金融機関の証
明は必要ありません。

◎黒インクのボールペンでご記入ください。

◎裏面の注意事項をご確認のうえ、ご記入ください。

◎ ♦ 印欄はご記入いただく必要はありません。

受付登録コード

1 8 4 1 1

⑦

⑦

出力要求③

1

♦

♦

♦

金融機関またはゆうちょ銀行の証明欄
※ 請求者の氏名フリガナと口座名義人氏名フリガナが同じであることをご確認ください。

下欄に記載する変更後の受取機関が「公金受取口座」として登録済の場合は左欄に✔してください。　※公金受取口座については裏面をご覧ください。✔

すでに他行で年金をお受取りの方も安心してください！

年金証書または年金振込通知書を
ご準備の上、ご来店ください。
年金受取口座の変更用紙はＪＡにて
ご用意しています。

期間：１年、２年、３年、４年、５年

１回あたり１,０００円以上
（原則、お受取りになる１回あたりの
　年金額の範囲内とします。）

公的年金の振込を確認できる方

払 込 金 額

対象となる方

▲年金受取口座の変更用紙

見 本

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
２
月

14
日
、
令
和
７
年
度
ア
グ

リ
ス
ク
ー
ル
の
閉
講
式
を

西
春
支
店
で
行
い
ま
し
た
。

　

閉
講
式
に
は
、
ス
ク
ー

ル
生
と
講
師
、
補
助
員
ら

が
出
席
。
丸
山
組
合
長
か

ら
ス
ク
ー
ル
生
一
人
ひ
と

り
に
修
了
証
書
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
山
組
合
長
は
、﹁
研

修
で
修
得
し
た
知
識
や
技

術
を
糧
に
、
将
来
は
管
内

で
農
業
を
担
う
生
産
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
﹂
と
期
待

の
こ
と
ば
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
講
を
終
え

た
感
想
や
気
付
い
た
点
な

ど
意
見
交
換
し
、
11
か
月

の
学
び
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
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19

26

10

24

7

22

5

26

23

30

20

27

11

25

8

13

26

27

10

7

14

開講式

土作り・肥料の基礎知識、夏野菜の播種について

畝作り、マルチ張り、エダマメ播種

ナス・ピーマン・ミニトマト

キュウリ・スイカ・トウモロコシ苗定植

支柱設置誘引、トンネル設置

トンネル除去、夏野菜栽培管理、スイカ藁敷き

サツマイモ苗定植、夏野菜栽培管理、追肥

バレイショ・タマネギ収穫、夏野菜栽培管理、追肥

農薬の使い方・散布方法について

スイカテグス張り、バレイショ収穫体験のサポート

産直部会の登録方法、生産履歴記帳について

農薬の使い方と秋冬野菜の防除について

セルトレイの使い方

キャベツ・ブロッコリー播種

耕うん、ネギ苗定植、ニンジン播種

畝立て、キャベツ・ブロッコリー苗定植

ハクサイ・レタス播種、サツマイモつる返し

ダイコン播種、朝市用キャベツ・ブロッコリー苗定植

ハクサイ・レタス苗定植、タマネギ播種

ホウレンソウ・コマツナ播種、ダイコン間引き

秋冬野菜追肥・土寄せ、タマネギ追肥・籾殻敷き

サツマイモ・ラッカセイ収穫、秋冬野菜栽培管理

タマネギ苗定植、秋冬野菜栽培管理

ホウレンソウ・コマツナ収穫

採れたて朝市準備、収穫・品作り

採れたて朝市

産直へ出荷するための４つのポイント

バレイショ植え付け、タマネギ追肥

春ダイコン播種、圃場片付け

野菜のタネと栽培計画について

閉講式

アグリスクール第９期生の主な活動内容

講

講

講

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実講 ＝実習＝講義

��������	
 ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て

�
農
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
内
容
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
採
れ
た
て
朝

市
で
は
、
野
菜
が
売
れ
残
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
事
前
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

促
進
に
向
け
た
提
案
な
ど
も
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
み
意
見
を
出
し

合
う
と
よ
い
と
思
う
。

�
農
薬
や
機
械
の
使
い
方
を
教
え
て

も
ら
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
一
年

を
通
し
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。



今
ま
で
は
、
農
業
を
見
る
だ
け
の

立
場
だ
っ
た
が
、
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
が

持
つ
意
味
を
理
解
で
き
た
。
農
業
は

奥
が
深
い
と
わ
か
り
本
当
に
た
め
に

な
っ
た
。
良
い
も
の
が
で
き
ず
農
産

物
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
。
来
年
も
挑
戦
し
た

い
と
思
う
。

�
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
、
よ
き
仲

間
と
出
会
え
た
こ
と
が
一
番
良
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
く
農
業
に

関
わ
り
た
い
。

�
講
師
・
補
助
員
の
方
の
指
導
と
ス

ク
ー
ル
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
自
分
な
り
に
農

業
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
農
業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

�
野
菜
を
作
る
た
め
に
土
を
育
て

る
・
土
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。
も
う
一
度
土
に
つ
い
て

勉
強
し
直
し
、
数
年
後
に
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
、
ま
た
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
い
と
思
う
。

�
定
年
退
職
後
に
野
菜
作
り
を
は
じ

め
て
２
年
目
に
こ
の
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
が
上

手
く
育
ち
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
う

れ
し
さ
を
感
じ
た
。
販
売
で
き
る
レ

ベ
ル
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
野
菜
作
り
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
。

�
基
礎
か
ら
学
べ
て
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
今
後
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

栽
培
に
も
挑
戦
し
た
い
。
得
意
な
野

菜
を
見
つ
け
、
楽
し
く
農
業
に
取
り

組
み
た
い
。

�
自
分
で
土
を
耕
し
育
て
た
野
菜

は
、
こ
ん
な
に
も
お
い
し
い
ん
だ
と

わ
か
っ
た
。
形
が
多
少
悪
く
て
も
、

友
人
が
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
続
け
て
い
き
た

い
。

�
一
年
間
楽
し
く
続
け
ら
れ
た
。
市

場
出
荷
を
目
標
に
、
専
業
農
家
を
目

指
し
て
家
族
全
員
で
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

講

講

知識と技術を学んだ１１か月
アグリスクール第９期生の挑戦

特集

▲ネギ苗定植（８月５日）▲夏野菜苗の説明（４月26日）

▲スイカテグス張り（６月22日） ▲マルチ張り（４月19日）▲バレイショ植え付け（２月７日）

▲採れたて朝市（12月26日）

▲ラッカセイ収穫（10月25日）

▲畝立て（８月30日）

▲閉講式（2月14日）
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ǳǢǾȇ
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
２
月
16
、
17

日
に
職
員
の
救

命
対
応
力
の
向
上
を
目
的
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
講
師
か
ら
心
肺
停
止
発
生
時
の
対
応
手
順
や
胸

骨
圧
迫
の
重
要
性
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正
し
い
使
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
訓
練
用
機
器
を
使
用

し
て
心
肺
蘇
生
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
職
員
は
、
万
が
一
の
事
態
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
今
後
も
職
員
教
育
を
継
続
し
、
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ƁƅƄὡ╪

　
グ
リ
ー
ン
西
春
日
井
は
２
月
13

日
、
西
春
支
店

で
石
灰
類
の
使
い
分
け
に
関
す
る
講
習
会
を
開
き
、

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
営
農
部
職
員
が
講
師
を
務
め
、
石
灰
質
肥
料
を

使
う
理
由
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
石
灰
質
肥
料
を
使
う
こ
と
で
酸
性
土
壌

の
矯
正
、
適
正
な
ｐ
Ｈ
の
確
保
、
微
量
要
素
の
吸

収
促
進
な
ど
が
期
待
で
き
る
一
方
、
施
肥
量
が
多

す
ぎ
る
と
生
育
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
。
講
師
は
、「
土
壌
診
断
で

養
分
の
過
不
足
を
確
認
し
、
適
切
に
施
肥
す
る
こ

と
に
よ
り
作
物
の
収
量
・
品
質
向
上
を
図
っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

▲講師の説明に耳を傾ける参加者

　
春
日
支
店
は
２
月
６
日
、
店
舗
２
階
で
ス
マ
ホ

教
室
を
開
催
し
、
春
日
地
区
婦
人
部
の
会
員
11

人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
天
気
ア
プ
リ
と
L
I
N
E

の
活
用
で
す
。
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
を

講
師
に
招
き
、
一
人
ひ
と
り
実
際
に
ス
マ
ホ
を
操

作
し
て
学
び
ま
し
た
。 

　
L
I
N
E
は
参
加
者
が
す
で
に
利
用
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
と
し
て
ス
タ
ン

プ
の
使
い
方
や
カ
メ
ラ
機
能
を
体
験
し
、
楽
し
み

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
の
８
割

以
上
が
「
期
待
通
り
」「
期
待
以
上
」
と
回
答
。
今
後
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
動
画
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ᵬ
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▲スマホを操作する参加者とサポートする山田支店長

　
金
融
部
は
２
月
18

日
、
金
融
被
害
の
防
止
に
向

け
た
総
合
防
犯
訓
練
を
西
春
支
店
で
行
い
ま
し
た
。 

　
西
枇
杷
島
警
察
署
協
力
の
も
と
、
被
害
が
後
を

絶
た
な
い
特
殊
詐
欺
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
を
事

例
に
取
り
上
げ
、
対
応
を
学
び
ま
し
た
。 

　
窓
口
担
当
者
は
、「
お
客
さ
ま
に
詐
欺
を
認
識
し

て
い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
た
」
と
感
想

を
話
し
、
見
学
し
た
他
店
の
職
員
と
共
に
訓
練
を

振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
同
署
の
髙
松
宏
文
生
活
安
全
課
長
は
「
被
害
者

は
ウ
ソ
の
話
を
信
じ
込
ん
で
い
る
た
め
慎
重
な
対

応
が
必
要
。『
ダ
マ
さ
れ
て
い
る
』
と
聞
く
と
怒
り

出
す
人
も
い
る
。
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
全

件
通
報
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
、
参
加
し
た
職

員
は
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。 
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▲ＳＮＳ型投資詐欺の事例に対応する職員 ▲胸骨圧迫を体験する職員

NEWS & TOPICS ǳǢǾȇ
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